
「肉を食べよ」                2019 年 10 月 04 日 

ヨハネの黙示録 19 章 17 節～21 節 わたしはまた、一人の天使が太陽の中に立ってい 

るのを見た。この天使は、大声で叫び、空高く飛んでいるすべての鳥にこう言った。「さ

あ、神の大宴会に集まれ。王の肉、千人隊長の肉、権力者の肉を食べよ。また、馬とそれ

に乗る者の肉、あらゆる自由な身分の者、奴隷、小さな者や大きな者たちの肉を食べよ。」 

わたしはまた、あの獣と、地上の王たちとその軍勢とが、馬に乗っている方とその軍勢に

対して戦うために、集まっているのを見た。しかし、獣は捕らえられ、また、獣の前でし

るしを行った偽預言者も、一緒に捕らえられた。このしるしによって、獣の刻印を受けた

者や、獣の像を拝んでいた者どもは、惑わされていたのであった。獣と偽預言者の両者は、

生きたまま硫黄の燃えている火の池に投げ込まれた。残りの者どもは、馬に乗っている方

の口から出ている剣で殺され、すべての鳥は、彼らの肉を飽きるほど食べた。 

 

白馬の騎手と天使の軍勢が揃った時、ヨハネは、一人の天使が太陽の中に立っているの 

を見た。天使は大声で空高く飛んでいる鳥たちに、「さあ、神の大宴会に集まれ。王の肉、

千人隊長の肉、権力者の肉を食べよ。また、馬とそれに乗る者の肉、あらゆる自由な身分

の者、奴隷、小さな者や大きな者たちの肉を食べよ」と叫んだ。天使は、鳥たちに「神の

言葉」によって滅びた者どもの肉を食べるために、大宴会に集まれと呼びかけている。エ

ゼキエル書 39 章 17 節～20 節に、「人の子よ、主なる神はこう言われる。あらゆる種類の

猛禽と、あらゆる種類の野の獣に語りなさい。お前たちは集まれ。来て、わたしがお前た

ちのために屠ったわたしの犠牲に向かい周囲から集まれ。それはイスラエルの山々の上で

の大いなる犠牲である。お前たちはその肉を食らい、その血を飲め。勇士たちの肉を食ら

い、国の支配者たちの血を飲め。それは雄羊、小羊、雄山羊、雄牛であり、みなバシャン

の肥えた動物たちである。お前たちは、わたしがお前たちのために屠った犠牲から、飽き

るまで脂肪を食べ、酔うまで血を飲むがよい。お前たちはわたしの食卓で、馬や騎兵、勇

士やすべての兵士たちの肉を飽きるまで食べる、と主なる神は言われる」と書かれている。

神が滅ぼされたイスラエルの敵は、鳥と獣に供する犠牲となった。その肉と脂肪を食らい、

血を飲むようにと、神は言われる。旧約聖書において、鳥や野獣の餌食になることは、神

の呪い、罰であった。十字架で殺された主イエスはゴルゴタの刑場に放置されれば、野犬

に食われ、鳥についばまれる。それを避けるために、アリマタヤのヨセフが自分の墓に埋

葬したのである。この行為が復活につながっている。天使は、神に敵対して殺された者ど

もの肉を鳥たちに食べよと、報復をやり遂げるように勧めている。 

 敵方の獣と地上の王たちとその軍勢が白馬の騎手と天使の軍勢に対抗するために、集ま

って来るのが見えた。「獣は捕らえられ、また、獣の前でしるしを行った偽預言者も、一

緒に捕らえられた。」「獣と偽預言者の両者は、生きたまま硫黄の燃えている火の池に投

げ込まれた。」「火の池」は、硫黄の燃える火で苦しみが罰として与えられる、云わば、

地獄である。残りの者どもは、馬に乗っているキリストの口から出ている剣で殺された。

白馬の騎手と天使たちの軍勢の完全な勝利であった。ヨハネは、「獣の刻印を受けた者や、

獣の像を拝んでいた者どもは、惑わされていたのであった」と注解している。天使に呼び

集められた全ての鳥たちは、彼らの肉を飽きるほど食べた。神に敵対する者どもの最終戦

争も、ことごとく敗北した。 


